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１）競技進行細則 
 
本大会は、Ｊ．Ｄ．Ｂ．Ａ日本ドッジボール協会オフィシャルルール、及び本大会特別

ルールにより実施します。 
登録選手：男女混合チームとし１チーム１０名以上１５名までの登録とする 
選手構成：各試合でコートに入れる選手は１０名とする。また、ベンチに入れる人員は、

登録選手１５名、監督、コーチ、マネージャーの１８名に限る。 
 
☆試合開始前 
１．集合及び整列 

ベンチは抽選番号の小さいチームがオフィシャル席から向かって左側、大きいチ

ームが右側に集合します。 
２．選手同士の挨拶 

試合開始は両サイドラインに整列し、審判員の誘導でセンターラインに集合し、

主審の指示を受けたのち、キャプテン同士が握手を行います。（第一試合のみ） 
３．試合前の確認 

「セットアップ」の合図で内外野に移動し、その場所に座り主審の人数確認を受

け、「ジャンプボール」の合図で立ち上がり、主審のトスアップと同時に鳴る笛の合

図で試合が開始します。 
 

☆試合の流れとファールについて 
４．「ジャンプボール」の合図で立ち上がり、主審のトスアップにより試合が開始します。 
５．ジャンパーアタック・ジャンパーキャッチ 

ジャンパーへのジャンプボール後の第１投（アタック）は禁止します。 
（ファールで相手ボール） 
また、ジャンパーはジャンプ後のキャッチできません。 
（ファールで相手ボール） 

６．フライングスロー 
プレー再開時にボールを持った選手は、頭上に両手でボールを挙げ、主審の笛の

合図で試合を開始します。 
（挙げないで投球した場合または笛の前に投球した場合、フライングスローとな

り相手ボールとなります） 
７．内野から外野への移動 

内野でアウトになった選手は、左右のボールデッドゾーン（５ｍ）の範囲から、

速やかに外野に移動しましょう。 
（相手の内野コート及び外野コートを通過した場合は、アウトプレーのファール 
となり、相手内野ボールとなります） 
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８．外野から内野への移動 
外野選手が相手内野選手をアウトにして内野に戻る場合も、速やかに内野に移動

しましょう。 
９．内野復帰の放棄 

外野選手がアウトをとった場合で、自外野コート内で再度ボールに触った場合は、

内野に戻る事はできません。 
また、アウトをとった場合でも、内野に復帰する意志が無い場合や、復帰する行

動が遅れた場合は、内野に復帰する権利を失います。 
（復帰が遅いと主・副審若しくはコートマスターが判断した場合は、そのプレイ

ヤーはアウトプレーのファールとなり、相手内野ボールとなります） 
１０．アウトプレー 

試合は内野・外野共に自コート内で行い、ボールを持たない選手が自コートから

出てプレーを行った場合、アウトプレーファールとなります。 
（ファールで相手ボール） 

１１．オーバーライン 
ボールを持った選手がラインを踏んで（全てのコートライン）投球した場合、若

しくは捕球した場合はオーバーラインとなります。 
（ファールで相手内野及び外野ボール） 

１２．ダブルパス 
自分で触ったボール及び捕球したボールは、その選手自身が責任を持って投球し

ましょう。隣の人、若しくはアタック・パスの上手に人に投げてもらう行為は、ダ

ブルパスのファールとなります。自分のコートから外に出そうなボールや、相手コ

ートに出そうなボールをたたき込んで、味方にとらせる行為もダブルパスのファー

ルとなります。 
また、外野同士のパスもダブルパスの対象となります。 
 （ファールで相手ボール） 

１３．ファイブパス 
パスは４回までとし、５回目にはアタックしなければなりません。５回目がパス

の場合ファイブパスとなります。 
（ファールで相手ボール） 

    また、４回までのパスの途中で、外野のワンタッチでボールデッドになった場合、

パスカウントは継続します。 
    ※アタックとは、対象選手が直立し両腕を広げた円筒内を通過したボールをいい

ます。この場合、選手の手前（円筒外）でのワンバウンドボールはアタックにはな

りません。 
１４．ヘッドアタック 

顔面及び頭部への攻撃は厳禁とします。相手が投球したボールが直接当たった場

合は、ヘッドアタックのファールとなり、当たった選手はセーフです。 
（ボールは当てられた側のボール） 
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１５．キープフォーファイブ 
ボールを持った選手は、ボールを捕球した時点から５秒以内に投球しなければフ

ァールになります。 
（５秒以内に投球しない場合 キープフォーファイブで相手内野ボール） 

１６．ダブルタッチ 
内野で当たった選手は、アウトコールがあった時点で内野選手ではなくなります。

ボールを捕球または触っていても、下記の３つの条件を満たしている場合はダブル

タッチはとはなりません。 
   ａ．すぐ足元に置いた 
   ｂ．両足とも一歩も動かなかった 
   ｃ．ボールの方向を変えなかった 
    アウトコールをされたのにも係わらず、その選手がボールを投球した場合は、ダ

ブルタッチのファールとなります。 
    （ファールで相手ボール） 
１７．イリーガルスロー・イリーガルキャッチ・テクニカルファール等 
    バレーボールのトス・レシーブ、サッカーのパンチング・ヘディング・キック等

によりボールを捕りやすくしたり、止めた場合はファールになります。 
 
☆試合終了時 
１８．人数の確認 

試合終了後は審判員の指示でその場所に座り、内野人数の確認を受けます。 
１９．試合の終了 

主審の合図によりセンターラインに集合し、勝ち名乗りを受けたあと挨拶を行い、

対面するプレイヤーと握手をしてベンチに戻ります。 
２０．複数セットの試合について 

３セットマッチの場合は、各試合毎２分間の休憩をとりコートチェンジをして、

試合のできる状態（セットアップ）の位置に着きます。 
２１．勝敗について 

リーグ戦の場合は、勝ち（２点）・引き分け（１点）・負け（０点）のポイントで

順位を決めます。 
トーナメント戦の場合は、各セット毎の試合終了時の内野人数で勝敗を決定しま

す。内野人数が同数の場合は、試合終了時のままの状態でサドンデスを行い、最初

にアウトをとったチームを勝ちとします。（ゲーム時間はありません） 
☆２２．試合に対する抗議および審判員への抗議は一切認めません。 
☆２３．外野のワンタッチ 
    外野の選手にはワンタッチが認められています。ワンタッチとはボールに最後に

手（掌）が触れた状態だけをいい、手の後に体に触れてボールデッドになった場合

はノータッチとなります。 
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２）競技上の注意事項 
（予定） 
１．予選リーグは、５分１セット（残り１分実働制）のポイント制（勝ち２点・引き分け

１点・負け０点）で行う。 
決勝トーナメントへの勝ち上がりは、予選リーグの順位で全チームが決勝トーナメ

ントに進出する。 
・決勝トーナメントは５分３セットマッチのサドンビクトリー制 
（全試合残り１分実働制で行います） 

２．予選リーグで２チーム以上が同ポイントの場合、次の規定により順位付けされる。 
ａ．各試合終了時の味方内野人数の合計が多いチームを上位とする。 
ｂ．直接対戦の勝ちチームを上位とする。 
ｃ．各試合終了時の相手内野人数の合計が少ないチームを上位とする。 
ｄ．キャプテン同士のジャンケンで決定する。 

３．試合進行表の時間は予定ですので、常時試合進行状況を把握し試合開始時間に遅れな

いよう３試合前に集合し待機して下さい。 
４．３セットマッチの場合はセット間の給水を認めます。吸い口のあるボトル及びペット

ボトル等の、直接口が付けられる容器のみとし、床を拭くタオルを持参して下さい。 
５．ゼッケンは各チームで準備し、メンバー表に記載された番号と同じゼッケンを着用し

て下さい。（１番～参加人数番号） 
６．キャプテンはゼッケン１番に関係なく、チームで決めることが出来ます。 
７．オーダー表に記載された選手の二重登録、及びチーム移動は厳禁とします。 

競技において発覚した場合は棄権試合とします。 
８．チームベンチには登録選手及び監督等（コーチ・マネージャーを含む）３名以内のみ

はいることができます。必ず室内用シューズを履いて下さい。 
また、競技フロアーでの他チームの応援は禁止します。 
（フロアー内はスリッパでの入場は厳禁です） 

９．監督及び選手は、指定のチームベンチから出ないようにして下さい。また、試合進行     

の妨げになる言動、相手を中傷・挑発する言動は「警告・退場」の対象とします。 
１０．監督はオフィシャルにて内野人数（試合終了時）の確認及び相手チームの確認を行

い記録用紙にサインして下さい。 
１１．練習会場はありませんので、各チームは試合開始前に充分アップを行って試合を行

って下さい。 
・開会式前の練習は、各チームのボールを使用してください！ 
・開会式以降は、屋内外でのボール使用は禁止します！ 
・開会式以降は、各チームのボールはバック等にしまいましょう！ 
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３）運営上の注意事項 
 

１．監督は引率の保護者と共に、子供達に事故が無いよう配慮し移動願います。 
２．選手の健康管理には十分留意願います。競技中に発生したケガについては、各

チームで処置をお願いします。（重度のケガの場合は救急車により搬送します） 
３．飲食の場所については、各チーム指定されたフロアーでお願いします。ブルー

シート等を敷く際は、通路は必ず「1.5ｍ以上」確保できる状態として下さい。 
なお、観覧席での飲食は禁止です！ 
会場内は譲り合って使用し、トラブルが発生しないよう心掛けましょう！ 

４．ゴミは各チームが責任を持って必ずお持ち帰り下さい。また、お帰りの際は、

身の回りの清掃をお願いします。 
５．体育館内での飲食は禁止（ガムの投げ捨て厳禁）です。指定の場所でお願いし

ます。 
６．施設の敷地内は禁煙となっております。喫煙は指定の場所でお願いします。 
７．応援の方（特に大人の方）は、上履き・下履きの履き替えを必ず行って下さい。 
８．貴重品の管理は各自で行い、車上狙い・盗難等には十分注意して下さい。 
９．鳴り物等での応援は禁止します。（ペットボトルに石等を入れたもの・笛・太鼓

等）また、ベンチでのメガホン使用を禁止します。 
１０．コート内に向けてのフラッシュ撮影は禁止します。 

 
【チーム監督・応援の方へのお願い】 
１．上履きと下履きの区別について 
  公共施設を使用しての大会です。チーム関係の皆さんは当然ですが、応援に来られる

一般の方々には、特に上下履き履替えを周知徹底して頂きますようお願い致します。 
 
２．トイレ使用後のマナーについて 

大会中一番汚れる場所がトイレです。各チームの選手各自に手拭タオルを持たせ、手

洗い後の「水の飛び散り」がないようお願いします。 
 

 
各チームの監督及び選手はもとより、応援の方もチームの一員です。上記の注意事項 

を守って「マナーを子供に教える」大会となるよう、チーム内で周知徹底をお願い致し

ます。 
 
     

皆さんの協力のもと、楽しい大会にしましょう！！ 


